
ELT プロジェクト 家 070201＠光赤外天文連絡会WS

世界のELT情勢 家(国立天文台）

• 42m E-ELT構想

• 30m TMT構想

• 24m GMT構想

日本の方針
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光赤天連ロードマップ

Akari

Subaru

Space

Ground

SPICA

JELT



ELT プロジェクト 家 070201＠光赤外天文連絡会WS

ELTサイエンス

○ 暗黒時代／銀河形成

○ 初代天体/宇宙再電離

• 活動銀河中心核(w. AO)
○ 近傍銀河恒星種族進化(w. AO)
○ 系外惑星(w.AO）

• 新しい宇宙物理

(ダークエネルギー、宇宙定数、

宇宙膨張直接検証、ガンマ線天体、・・）
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米国より遅れとしても世界一を目指す欧州

• 100mOWL構想見直宣言(2006/Jan）＝＞1年で新構想
• European-Extremely Large Telescope 構想フェーズB検討を承

認
• 口径４２ｍ、三非球面系
• AO, TTを望遠鏡に仕込む
• 建設予算７５０ME, 運用10%／年
• 2009/Feb CDR, 2010年建設開始、2016年部分FL
• 視野10分角、回折限界、
• 1050枚セグメント

• チリ

• Cesarsky>
Tim de Zeeuw
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42m E-ELT
2006年11月のマルセイユ
WSで承認

2006年12月ESO Council
がフェーズＢ検討開始を
承認

2009年2月フルレビュー

＊すばる次期
装置計画への
参画打診



ELT プロジェクト 家 070201＠光赤外天文連絡会WS

見直しでHPも未充実
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六角形より同心扇形を米欧にも提案

TMT
2 非球面
F/1.0
六角形
738 segments
120cm 対角, 
123 種類

Fig.9  Segmented primary mirror

扇形の利点・欠点
++ 種類が少なく量産効果
++ 経費減
+- PSFが良い
-?  エッジ効果は少し大
-?  鏡支持形状幾何学

JELT
3 非球面
F/1.5
扇形
798 segments
100x100cm, 
14 種類
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E-ELTへの参加のメリット

１）基本構想への参画が可能：技術貢献、開発の時間がある。
バームクーヘン型セラミック要素鏡、LGSAO, 観測装置

２）予算化時期が共にALMA後となる

デメリット
１）サイトは南天となろう。北のELTが無い時代とな

り、すばるの意義も低下
２）すばるはいつまで稼働させる？
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TMT
• NSF撤退であせり
• Mauna Kea誘致

ELT時代のすばるを

活かすためにもハワ
イ設置が必定

すばるサーベイ＋
ELTフォローで日本

の地位確立
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NSFの苦渋の決断（Senior Report)
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マウナケア誘致へのキャンペーン

• Kudritzki’s report
• Hawaii Islands Economic Development Board
• NEPA (Federal Environmental Impact Study)
• Department of Land and Natural Resources 
• Office of Mauna Kea Management
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• 望遠鏡本体:
- 主鏡セグメント, - セグメント支持法, センサー, アクチュエータ
- 副鏡､第3鏡の駆動、鏡面コート

• 補償光学:
- Subaru LGSAO,   - NFIRAOSへの応用. 
- 高速実時間制御, 大型可変副鏡

• 観測装置:
- 装置製作でのTMT/NAOJ 協力、あるいは日本での製作
- 研究者・技術者の短期長期派遣

• 施設:
- すばる資産の活用、山頂施設と山麓施設建設への協力

• 運用協力:
科学面での提言:

- TMT Science Advisory Committee. 
- Emails, videocon, TMT AO team visit

TMTとの協力課題候補(2006/10協議）
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TMT 構想の動き
４者合意(2004)： Caltech, UC, Canada,（NSF）

(2005年末から）ＨＱ：パサデナ、25FTE
TMTボードから観山台長への手紙(2006/4月）：

概念設計レビュー(5月）：家、臼田、岩室が参加

すばる／TMT協議(6月）：観山、林ほか
JELT/TMT TV会議(10/24）

サイトレビュー(11月）：臼田、高遠

NSF撤退表明(12月）
TMT SWG（12月上旬）：山田

Moore 財団訪問(1/19)
TMTボード(1/23)：2009年から3者で建設開始方針を確認

今後
JELT/TMT    TV会議(2/26)
UH/TMT/JELT  会議(2/27)
観山台長からの返事(2月中）
Moore財団への正式申請(今夏）
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GＭＴ

• カーネギー天文台、アリゾナ大、オーストラリアほ
か

8.4mｘ7台 500M$､2009~
･ 2006Feb CoDR、チリ設置(土地確保済み）

• President Meserve 6月来訪

黒川学術会議会長、観山、家

・望遠鏡に関する技術的貢献の余地は低い

・観測装置等
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どちらと駆け落ちするか。 両面外交継続。

JELT

E-ELT
42m

TMT
30m

ELT情勢の変化
・NSF台所事情
・ESOの決断
・マウナケア誘致

Science, 
Cost, 
Schedule, 
Technology, 
Sociology

ELT外交・

営業の一年
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光赤外専門委員会からのチェックポイント

・JELT推進について

・ （スペースは別として）
・ 国立天文台の進める事業として、
・ 光赤外線地上観測分野での日本の

本流プロジェクトとしてふさわしいか？
・ 世界の情勢は？

・ 進めるべきか？
・ 進めるとしたらどうやって？
・ (いつまで、大口径拡大路線？

いずれ破綻 どう転換？ ELTは手が届く)
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2010’s Timeline
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